
かしつ

2 2~)\答率 2 ~-q; 50 人分，ただし ?1i) l iは 60 人分，特別 2

~"S';Jliは 48 人分，寝台車を寝台使用のため1t切る場合はA'B寝

台は 22 人分その他は 28 人分。

3 3 ~~: 答 1jI 3 等 80 人分。ただし従事および気動車は 100

人分。 32f絞台車で寝台使用の ときは 60 人分。

4 合進111室御級について lìiJ例の仙のまに相当する
人以分。

5 混合111室の!互分室 寝台を{史川するときは当該区分室の

絞台定員分， 寝台三ヒイ史m しないときは当該l丘分室の寝台定員の

5 ;lfl)J1YIの人員分。

6 背関連絡船の 2 ~1; A室寝台船室 定 t~に対するjÿH'(と寝

台料金。

7 荷物 111 3 等 30 人分，谷室または郵使室との合造111

の術物室は H宇 1 5 人分。

以上のほか実際来本人以が lìij各44 の忠良をこえるときは，突

町長采 'Ii人口に相当する人μ分の大人1?泊旅客五Iü'l ' 料金を収受

する。ただし特別 2 ~~*料金の場合はその1t切11i向の座J.W定員

五~IIH}立とする。(平林喜三造)

かしつ 火室 (機関車ポイラの) (必) fire box 機関車ポイ

ラにおいて燃料を燃焼させる室。ポイラの附造により火室の形

も変るが， 一般の俄限1111 ポイ ラ は l付火室および外火室からなり，

岡火室の下部は底わくを介し，またその他の部分は往により結

合している。 外火室前方はポイラ IIWこ結合 L . 1付火室ÏÌÎJ聞には

州けがi反 {.j けてある。内火室l底抗~Iの火絡子上で燃料を燃焼させ，

それにより生じた熱を内火室板を経てポイラ水に伝え蒸気を発

生する。燃焼ガスは火室からポイラ 111司 l人lの般行をとおり煙室へ

l J く。側代においてもポイラ 7Jくに熱を伝えるが，機|民Iljïのポイ

ラは 1)，火室の{云熱間における熱の!以収制合が非常に大である。

火笠谷献はYK気と燃焼ガスがよく悦和して燃焼が良好となるよ

う ， 十分な大きさが必要である。火室主宰mが不足する均合は燃

焼宅ーを設けてl:\~1大する。

火室は幽欽では現在内外火室とも鋼板~であるが，従前は内

火室は銅版~のものがあった。 外国では現在も銅版製のものが

ある。

火室は Jr:b状によって分類されている。上部の形状によるもの

にクランプトン (Crampton) 形火室およびベルベア (Bel paire)

形火室 (1主ト 1 ) がある。クラ γ プトソ

形はタト火室上部が円形で工作が容易

であり国鉄の機W<lII1ポイラは この]診

である。ベノレベア形は上 ifflが偏平で

天~ I 控のi反付 けが容易であり，欧米

で広 く 円札、られている。火室の下部

が111輸の附にはさまれた形のものを

狭火室， 火室の隔が広く 111輸の上に

来った形のものを広火室と称す る。

狭火室の場合長さは手だきの場合

2 .6 m ぐらいに制限されるので， 大き

な火尚子商政がとれず大形のポイラ

はlぷ火室となる。組恕炭を燃料とす

るため火絡子商をとくに広くした ウ

ッテン川loot ten) 式火室 (凶ー1) と称

するものもある。

l付火獲の fJliJ :および天井部は一般に

l 枚の板を IJIiげて作りこれを内火室

板 (1主卜2の 1 ，)という。天;)j: :';i)( j，ドり

勾配(乙う (n 、)線において*耐より

ヨ

l 内火笠
1，内火宝板

1, I勾火定後板
1, I~J 火宅のど仮

l.燃焼宅

1 ， 火':\(百阪

2 外火室

~~xm しないように勾百日を付けて後方 1 火室の形状

を低くしている (国鉄ではi勾配)。 べ V ぺ 7れ 勿 "J't'.l式
30 -"""' 0 __j← 』

また天~I' j涯には低水位l時天井板の泊 r I 1 /勺.......，__

熱焼倒防止のため前後端部に君事け栓-tr十寸:t 7タト斗ー令、

(1;)を l反付 けている。溶け栓は青銅製 H守中:;'/ \1 (( ，，~せてチ ¥l 
で中火の í'Oこ蜘:詰めてあり ，過熱 Lー十」 一一一寸一一ー

された場合溶解IIの低L、鉛が先に溶けてこの í'(から蒸気をl噴出

し梁務LJ.に 1~1~ï' を与える。火室容&1.11"1大のため内火室前部を

ポイラ ill~1付 :ifl まで延長した部分が燃焼室 (1，)である 。 アーチ管

(4)は内火室のど額 ( 1,) (燃焼室の無い切合は火室管板とー休で

ある)と 内火室後板 (1，)との聞にl反付 l寸ポイラ水の循環をよ く

し ， 伝熱ïffiIW を i科大すると共にれんがアーチ(18)のささえとなる。

国鉄の最近の機関車はいずれも アーチ管を有している。れんが

アーチ(18)は耐火れんがでできており ， 火倫子上のiili風を均一に

し燃焼ガスがア ーチのためまわり道して十分燃焼される ととも

に，冷気が直接雄官に入るの を jílj ぐ。アーチ~の有無によ って

耐火れんがの形状および絞み:Jjが異なっている。 セキュリティ

ー・ サーキ ュ レータ (sec山 ity circu lator) はアーチ~と同じ

目 (I(J で内火室の左右(lUJj涯と天 )1ー絞を結合する。またアメ リカ で

は火室 fI;熱Wi 般の11'1大とボイラ7.Kの循環 ・ 蒸発をよく するため

サーミ ッ ク・サイホン ( thermic syphon e) が mいられている。

外火室も側および天井部は l 枚板で火室外板 (2，)と称し ， 後

ブJは外火室後依 (2 ，) lì~)j'上半期iはポイ ラ!洞，下部は外火室のど

板 (2，)と i容J妥結合している。これ等の部分は従前は リ ベッ ト締

であった。 外火室後板には蒸気分配給 ・ イ γ ぜ 17 1' ・ 水而~-I な

どの収十I'~ を持~j主し，運転際総類はほとんどここにJI~付けるの
1 1 

でその操作を阪にし . j党IXを容易にするためもあり約一~ーの
6 7 

勾四日でrìiJブJ に ~Stけている。たき 口 穴は内外火箆の後板からつば

:uし溶銭して作り，燃料の供給と火室内点検のため人が出入り

するので， 大きさはポイラの大小にかかわらず一定にしている。

外火室のど緩は火室外板と円形のポイ ラ胴を結合するので政雑

な形状となり. 1 枚板を IUIげつば出しして作るのでとくにl写い

板を用いる。のと'板がl伝わく上から前方に傾斜しているのは，

ポイラ水の循環をよく すると共に ， 一般に機関車の後部が重 く

なり l勝ちなので， ポイ ラ のm心をできるだけ前方に移し置iii配

分をよくするためである。

2. 火室

2, 火~9ト板

2， 外火室1長阪
2， 外火袋のど仮

3 底わく

4 7 ー チ ~1

5 1走ガぜット主主

6 蒸気分間"~cr~

z 

7 イ γゼクタ座

B 大媛管

9 小嬢管
10 天井控
11 天井たわみ鐙

1 2 側控
13 側たわみ陸

14 ポイラ 横位

15 溶けせん
16 洗口せん
17 洗口せん臨
18 れんがアーチ
19 7](足
羽生11 らせ穴
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